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高齢者施設（社会福祉法人）による地域貢献活動に関する－考察
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図１法人が持つ事業所種別（尚齢脅関係）
図2は，法人が高齢者関連の施設以外でどのような事
業所を有しているかを示した図である。一番多いのは保
育所で149事業所であった。また児童館や，児童養護施
設も15事業所であった。これは戦後の一番初めに戦争孤
児等に対するサービスに取り組まなければならなかった
ことが起因している。つまり法人の設立が保育所等を起
点とし，時代のニーズに対応すべ<高齢者施設を始めた
と考えられる。次に障害者福祉サービス事業も36事業所
であった。これも，障害者が高齢となった場合に対応す
べく，障害者施設が，高齢者施設も開設したもの考えら
れる。さらに，近年の動きとして，児童，障害者，尚齢
者と分け隔てなく支援を行う総合福祉施設として大規模
化する法人が増加している傾向が見える。
と複数表記している場合もあり，ここでは事例集の標記通りに
分類した。そのため実施数の中には亜複する場合がある｡）
4.2.2．取り組み内容
３つの対象者別に各法人がどのような地域貢献活動を
行っているかを分析する。実施数と取り組み内容の数が
合わないのは，１つの事例に複数の内容が記栽されてい
るためである。
まず，表2では「地域住民」を対象にした取り組みで
ある。「高齢者サロン」の開催が11事例で一番多く，主
に介護予防教室を行っているところがみられた。次に
｢法人内の空きスペースの活用」が１０事例であった。具
体的には，地域住民の交流やサロン活動への場の提供で
あった。またミニ福祉教室などの開催は，福祉施設の特
徴だろう。次に「防災・防犯について」の取り組みも９
事例あった。東日本大震災を受けて，福祉避難所として
の協定を地域と締結や地域と合同防災訓練の実施などが
みられた。デイサービスの送迎時に青色回転灯をつけ．
地域の防犯に対する取り組みも見られた。「認知症サ
ポーター養成講座」も8事例あり，学校や一般企業等に
対しての認知症の理解を深める取り組みを多くの施設が
行っていることが分かった。「地域住民」を対象とする
取り組みの中で注目すべきは，「地域の相談窓口」が6事
表２地域住民対象の地域貢献活動
1旗細内容
【商齢者サロン】
・錘砿体挫・腰痴体操・泌知症サポーター捷成綱
・作品の展示会・子どもとの交流・カフェのIIW識
・認知症予防露座・趣味の場津
【空きスペースの活用】
。習い本や交流会・ミニ拙祉教寂のI卿怖・バザーの開怖
・錘康チェック・カフェ・ギャラリーの剛投淳
【防災・防犯について】
・湛祉避難所協定締結・防災１強れ合い祭り叩雌
・防災訓練の参加・青色回転灯パトロール聯業
・地域防犯活動への参加祥
【地嬢のイベントへの参加・合同開悩】
・地域の納涼祭などの合同側怖・健康チェック
・敬老会等の開催等
【麗知症サポーター養成鱒座】
・一般企業・学校・薬剤師会・家族の会対象の菱Ｉ典蛎鰹のⅢ1怖
・淫知症模擬体験琴
【環境保瞳】
・ベットボトルキャップ・ブルタプ回収・械樹活動
･地域の滴掃活動への参加・家具家迩のリサイクル淳
【地域の相談麹Rロ・委風会般匠・地域協睡会へ参加】
・コミュニティソーシャルワーカーの設賦
・地域展開プロジェクト委風会発足
・大型ショッピングセンターへの介護州談窓口I卿般竿
【出前露座】
・出前鋼座・出張相談会
【ボランティア組織の開殴】
・ボランティア餐成講座・イ1.償ボランティア耶業
・愉縄姥発行・ボランティアコーディネーターの般臓
・ボランティア懇親会竿
【見守り肪問】
・独居・商齢者世榊の戸別肋間
･家人の急用時の短時間の兄守り・週４動向上塀業への協力
・兄守り自主グループの結成津
【新聞での憎報発伯】
・鈍康情銀など新聞で発行
【住民へのアンケート配布】
・アンケート配布
【その他】
・法人減免]１１F業・町内会飲愈祇性化聯業
・高齢者噛待・児童噛待の勉強会
・地域食遼の開設・地域でとれた野楽のI坂光郡
拠施数
１１
1０
９
り
８
６
６
５
５
･１
３
３
８
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例，「アンケートの配布」が3事例だった点である。なぜ
なら地域を対象として事業展開を進めるためには，地域
のニーズにいち早く気づき，法人内に委員会を設置し対
応することは非常に有効であると感じるからである。
表3は「地域の高齢者」を対象にした取り組み内容で
ある。「地域の高齢者」は主に65歳以上を対象としてい
る。「予防事業対象者に対する取り組み」と「空きスペー
スの活用」が7事例と多かった。２次予防事業対象者とは，
要介護・要支援に当てはまらず，非該当とされるが，そ
の中でも要支援・要介護になる恐れのある高齢者等を指
す（主に基本チェックリスト等で判断する)。介護予防事業
で２次予防事業対象者には，介護保険の介護予防事業（３
か月程度）を行っている。しかし．介護予防事業終了後
のアフターフォローは介護保険では全ての対象者にカ
バーできていない現状がある◎そのような予防事業対象
者に対して法人が独自で交流の場や，介護予防教室をし
ていることが分かった。中でも，２次予防事業対象者が，
特別養護老人ホームに入居している高齢者に対して本の
読み聞かせボランティアをしているという事例もあり，
互助のシステムができていることは注目すべきである。
｢その他」の取り組みでは，市町村が行っている緊急通
報装置の第１受信者として施設が登録している法人もあ
表３地域の高齢者を対象とした地域貢献活動
取組内容 実施数
【予防事業対象者に対する取り組み】
･２吹予防聯蕊終了荷の交流の型の提供・体力測定
･マシンﾄﾚｰﾆﾝダ･アンケート･災備スケールのデータ収典
･農協のアンテナショップ・泌知癌１１期発見対策
７
･特餐利川行への本の説み側かせボランティア津
【空きスペースの活用】
･交流会レクリエーシｚ１ン活動・商AI;術の空き店舗活川
･貸しスペース・介溌棚銀・認知縦予防鱒服 ７
･喫繋・カフェ・ギャラリーの側汲竿
【高齢者サロン】
･ﾌﾗﾜｰｱﾚｼﾞﾒﾝﾄ･弁Ｎｉレクリエーシ副ﾝ・介護予防
･脳トレ・バワーリハビリ ６
･感染縦．認知症．脱水予防津の勉強会津
【出前サロン・出前鮮座】
･他康体機・認知症サポーター焚成撫鵬認知症予防
･フットケア・識服メニュー炎を作成・配術・ヨガ体験 ５
・冊密度測定竿
【見守り活動】
・独鵬応齢-行・冊齢荷#t粥の兄守り肋間
・民生婁仙と--･締のj-J別妨Ⅲ ４
・在宅介護支援連綿側とネットワーク綱築竿
【地域の行事への参加・合同】
・敬老会・秋祭り・納涼察 ４
・巡動会の脚時iIW陥，参加
【防災・防犯】
・災脊時の協定魯締紬・睡兄交換会の側陥
・災脊時の安否砿泌迎絡・送迎 ３
・災秤時の撫さベッド，食巾淳の無佃提供津
【地域貢献活動委貝会の殴匝】
・サービス企IIfIi菰の股慨
２
【介硬相映窓口の設皿】
・介護よる寸・棚談所破脱・川搬棚談所間伽
・iWi店街の空さ店柿活川，足渦．棚談カウンター投脱
【その他】
・施般の禰菰を提供（lM300IIl）
・敬老ピクニック（閥人タクシーを法人が曲仙）
・緊急､油報装脱の姉1受僻行として施股が継録 ９
・糧人公ﾘ)窓、の受託・公川iIfを活川した巡回バス
・大兜所ピングセンクーと巡撹した移動販光沖
■』
要な役割を来たしているｃり，身寄りがいない尚齢稀等にとっては安心できるシス
テムと‘思われる。
表4は「幼児・小・’'１・商・大学生」対象の取り組み
である。施設内のスペースを利用した児童サロンや．施
設の利川群との交流会が劃I例。施設見学や職場体験，
介謹体験の取り組みも5』j『例であった。尚校生には，夏
休みの期間を利川した介護福祉初任者研修の開講や，小
学生には，スライディングシートやリフトなどを使用し
た介謹技術の勉強会もあり，興味をひいてもらえるよう
工夫されていた。全休的に兄ると，稲祉の世界をあまり
知らない子どもたちlH:代に対して福祉の11t界に興味を
もってもらう取り組みが中心であった。福祉の職場は，
貨金が低いことや，体ﾉJ的にきつい，そして汚いという
世間のイメージが先行し、．ｆどもたちにとってあこがれ
の職業に結び付きにくい。禍祉はそういうことばかりで
はないことを，体験を辿して理解することが，介護人材
不足を解洲する一歩になると思われる。
表４幼児・小・’'1．伽・大学生対象の地域貢献活動
金
、??
日割
4.2.3．担当者
次に，全体的にどのような職種が地域貢献活動に携
わっているかをまとめた。Ｍ３は地域貢献活動に携わる
職種を現したものである。似|の値は，実数ではなく活動
4(例集で職諏が恭げられた数である。介護職員が１番多
いのは，認知症サポーター養成講座や．高齢群サロン活
動での講師的な役荊が多いからかと考えられる。次に相
談貝が48,ケアマネージャーは37であった。管理者も２９
で多かった。この3職砿は，地域とのコーディネーター
としての役割が多く兄受けられた。事務・総務が22であ
るが老人クラブの.'１１務窓１１という取り組みのように．
地域貢献柄動を行う場合の会計的な部分を支えている而
も大きな要閃であると思われる。栄挺土や厨房職員も１３
と出ているが．弁､'1の宅配:'11:業や．栄養教室の開催に承
qＢ
3７
毛
島佃
魁0．
???
?????????????????ィ???????????? ー?ャー?????）??
図３地域ri献活jiIjに柵わる職抑
4.2.4．取り組みの頻度
衣5は，ｉそな地域戊献柄動の頻度である。准な地域貢
献活動の全体的な猟度として，「随時」が22施設。次に
｢月,'1,1」が,3施i没であった。「年'1111」が''施設,「週１回」
が9施設であった。このことから，大多数が業務に支障
の出ない範|〃|で地域武献活動を行っていることが分か
る。
取り組み内容別でみると，「認知症サポーター養成講
座」は，「ﾉｊ１ｌＩｌＩ」行っている施設は2施設。ほかは「年’
,u,」または「随時」行っている。頻度が多いのは「高齢
者サロン」で，「jjllI1I」が4施設．「週'河」のところも３
施設ある。「空きスペースの活川｣，「地域との交流会．
行班・イベント」も合i汁でｌ０１ｌｌｌ実施されている。これら
の頻度が多い即''1は，IIIIlの時間が'時間～2時間である
こと．サロン活動は比較的｢'･ｉｉ的な活動が主で，職員は
サポー ト的な位'1ftで対応できることが要|ﾉ《Iではないかと
考えられる。
表５ｉﾐな地域L，i献iﾙ肋の取り組み頻度
‘Ｉ
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1映り組｡Z部Ｊ､j容
【サロン活１，J・交流会】
‐子行て|:IIi淡・おやつ作り・’'１１１１遊び
・施投利ｊ11行と．f･どもとの交流６
・カードクｒ－ム将批聯
【施i没見学（J賊甥体験･介謹体験）】
一施餓LJ･準－１伽』鋤体馳
．ｒにい寸一体験・１１.馴肺.仔鍵似体験
・翼休み介磯制,撤止初級締鵬のI刑(搬（I鰯ｲ交生対象）等
【比I張W隊座】
‐移乗介磁（ヱライディングシート・ボード）
・人7谷介』功
・ク両ヱトティチャー派j世，IF難
（リド(列を通して介迦のIfIiI‘１さを低える）
【認知症･リーボーター韮成Ｗｌｆ座】
．′1,準ﾉ撹矧･悪2の紹知,埴･ﾘ･ポーター淀成‘Iilv座
【ボランティア誕成】
・小・ＩI'学{交ﾉl誉111心のボランティアＭ１イ|この刺‘没
【そのｲ也】
・絵Ⅲ｝.』二作成し，hIlIrll:絃･I'了，郷１号敏汚を爽施．
・強ilj;(ごみの収坐活1肋
・夏(,ドみラジオ体叫カードを恥ｲI『
・城‘IIIL後こど１》4批患緯１４憐･Ｉ化j辿会への参jIjII
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５．考察。まとめ
今回は，過去5年間の活動事例集をもとに社会福祉法
人の地域貢献活動を分析した。
仮説lにたいして，法人の規模が大きいほど地域貢献
活動の取り組み数は多くなることが分かった｡然しなが
ら，小規模，中規模でも各々の地域ニーズをしっかり把
握する工夫と，独創的な取り組みを行っている法人も数
多くみられた。その工夫として，田中（2014：２１）は社
会福祉法人の職員が意外とボランティア活動に参加して
いないのではないかと指摘し，ボランティアを受け入れ
るだけでなく，職員が率先してボランティアをすること
で自らがレベルアップを図ることができると述べ，ホー
ムレスの炊き出しや相談事業に取り組んでいる。地域貢
献活動には「地域の中に自らが飛び込んでいく」という
アウトリーチの姿勢が求められる。そして，報告書でも
社会福祉法人の今後の在り方として，総合福祉施設とし
ての規模拡大が叫ばれているが，小規模，中規模法人が
生き残るためには，各々の法人のよい点を結ぶ協働化を
図るべきであると考える。
仮説2は，想定していた通り，「認知症サポーター養成
講座」や「高齢者サロン活動」が多くみられた。「認知
症サポーター養成講座」や「高齢者サロン活動｣，さら
には「介護予防教室」は，以前から地域に対して行われ
てきた活動であり今後も展開すべき活動であろう。この
結果を見ると，これらの活動は自法人も現在行っている
なという自信にもつながるのではないかと思われる。そ
のほかにも注目すべきは，地域の人材をどのように生か
すか，結ぶかという点である。先にも述べたように，２
次予防対象者が交流の場として集まる施設で，施設利用
者に対して２次予防対象者が本の読み聞かせボランティ
アをするという活動は今後もっと広めるべきであり，福
祉の人材として活躍できる場を作る仕組みが今後期待さ
れる。その具体的な方法としては，各法人で積極的にボ
ランティア養成を行っていることも見えてきた。また，
小中高生対象に介護教室を行うことで福祉に興味を抱い
てもらえるような取り組みは，ゆとり教育の転換により
総合学習が少なくなった今だからこそ社会福祉法人とし
て力を入れるべき取り組みではないだろうか。そして，
社会福祉法人は他の企業と比べアピールカが低いといわ
れている。自信をもって積極的にアピールすることが社
会福祉法人の今後の課題である。
仮説3については，相談員が中心的な役割を担ってい
ると想定したが，様々な職種が地域貢献活動に携わって
坂上竜三
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いることが理解できた。そして，法人一体となって各職
種が役割分担をしなければ，継続した活動はできないこ
とが分かった。その為に事例にあるように，「サービス
企画室」のようなチーム作りを進めなければならない。
仮説4については，「随時」を除けば，「月１回」のペー
スでの活動が負担なくできることを証明したと思われ
る。内容次第では，週１回，週２回としなければならない
こともあるが，地域貢献活動のポイントは，地道に地域
と関係を構築しながら継続し成果を上げることが求めら
れる。
最後に，今回は活動事例集の高齢者施設だけに焦点を
当て分析した。児童や障害者施設が取り組んでいる地域
貢献活動の中にも高齢者施設でもできる活動のヒントが
隠されているのではないかと思う。今後は，そのような
点も含めて，実際に施設がある地域のニーズはどういっ
たものなのか，ニーズに対していかに施設の機能を地域
に還元するか，地域貢献活動の財源をどう確保するのか
について研究を深めていきたいと思う。
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